
地域共創・セクター横断型カーボンニュートラル技術開発・実証事業（うちスタートアップ企業
に対する事業促進支援事業）補助事業名

●●に関する事業事業名

●●株式会社申請者名

別添１ 事業内容

※赤字の例を参考に記入をしてください。記入後は赤字は削除してください。

【注意事項】
・国内のエネルギー起源CO2（化石燃料由来のCO2）排出量の削減に貢献する事業が対象となります。本申請においても事業が実現した際のCO2削
減効果について記載いただく必要があります（1-2-6参照） 

事業区分 POC・FS支援 又は小規模研究開発支援
を選びここに入力してください。



【事業概要】
本事業の概要を２００文字程度でわかりやすく記載してください。～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
～～～～～～～～～～～～

【実施内容及びその目標】
本事業で実施する研究開発・FSについての実施内容及びその目標を記載してください。
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

事業概要：事業の内容を１枚に記載してください。

※「事業」については、今回の補助事業（補助金の対象となる事業）の内容ではなく、当該補助事業成果を活用して実現を目指す事業全体について記載をお願いします。



事業概要図：事業の内容を１枚にまとめた図を記載してください。

事業概要図

※「事業」については、今回の補助事業（補助金の対象となる事業）の内容ではなく、当該補助事業成果を活用して実現を目指す事業全体について記載をお願いします。



下記の内容について必ず記載してください。
1 「事業プロジェクト」については、今回の補助事業（補助金の対象となる事業）の内容ではなく、当該補助事
業成果を活用して実現を目指す事業全体について記載をお願いします。
2 「補助事業」については、今回の補助事業で実施する内容のみを記載してください。こちらに記載した内容が
実際に実施されているかを事業報告の際に確認します。

1 事業プロジェクトについて
1-1 事業プロジェクトの背景・目的

本事業プロジェクトの背景や目的について、 国内及び海外の動向や開発内容の理念・骨子、その意義（新規
性・実用性・発展性）等を踏まえ、平易な表現で分かりやすく記載してください。～～～～～～～～～～～～
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

1-2 事業プロジェクトの概要
1-2-1 支援事業における技術シーズ

本事業プロジェクトの核となる技術シーズの概要について記載してください。特許等があれば合わせて記載し
てください。
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

1-2-2 事業プロジェクトの内容
本事業プロジェクトの内容について、下記の例を参考に記載してください。既に事業プロジェクト実施に向け
た活動がある場合はその内容についても記載してください。
例（１）事業プロジェクトの内容
（２）現在の実施状況
（３）実現に向けた課題と解決の見通し



1-2-3 事業プロジェクトの新規性・革新性
本事業プロジェクトの新規性や革新性について記載してください。類似の事業プロジェクトが既にある場合は、
その比較も記載してください。～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

1-2-4 予想される市場規模及び市場優位性
事業がターゲットとする市場に関して、予想される市場規模、また、その市場においてどのような優位性があ
るのかを記載してください。～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

1-2-5 市場投入までのスケジュール
市場投入までのスケジュールを解決すべき事項とともに記載してください。また、今回の補助事業の位置付け
がわかるようにしてください。チャート図等によりわかりやすいものとしてください。～～～～～～～～～～
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

1-2-6 事業プロジェクトが実現した際のCO2削減効果
本事業プロジェクトが実現した場合と実現されない場合を比較し、実現した場合に期待される事業開始年度
（20XX年度）、2030年度（必要に応じて2050年度）におけるCO2削減量（t-CO2/年）を計算根拠（仮定し
た普及率・性能等）とともに記載してください。また計算根拠に出典がある場合にはあわせて記載してくださ
い。

※CO2削減量の試算に当たっては、必要に応じて地球温暖化対策地方公共団体実行計画（区域施策）策定マ
ニュアル（*１）、地球温暖化対策事業効果算定ガイドブック＜補助事業申請用＞（*２）等を参考にしてく
ださい。

*１; https://policies.env.go.jp/policy/roadmap/local_keikaku/kuiki/index.html
*２; https://www.env.go.jp/earth/ondanka/biz_local/gbhojo.html

https://policies.env.go.jp/policy/roadmap/local_keikaku/kuiki/index.html
https://www.env.go.jp/earth/ondanka/biz_local/gbhojo.html


2 補助事業の内容
2-1 補助事業における目標（目標、目標を達成するための課題、課題の解決策）

今回応募いただく補助事業の実施における目標、目標を達成するための課題、その課題の解決策等を記載して
ください。
例（１）目標
（２）目標を達成するための課題
（３）課題の解決策

2-2 補助事業の実施内容
今回応募いただく補助事業の実施内容をわかりやすく記載してください。～～～～～～～～～～～～～～～～
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
～～～～～～～～～～～～～～～

2-3 実施スケジュール
今回応募いただく補助事業の実施スケジュールを記載してください。２月末日までに必ず完了することができ
る実現可能性のあるスケジュールを下記の例を参考に記載してください。

●月 ●月 ●月 ●月 ●月
項目A
項目B
項目C

●●に関する検討 ●●に関する開発

●●に関する開発

●●に関する試験



2-4 事業の実施方法及び体制
補助事業を実施するにあたり、必要な個々の機能を、誰が提供するのかを明確にするために、外部協力体制を
含めた具体的な補助事業の実施体制を記入してください。

3 実績等
3-1 実績

申請者における実績等について記載してください。（本補助事業との関連の有無も合わせて記載してください。
業績の多い場合にはその他何件と記入してください。）
●実績の例
・製品化、販売実績
・論文・口頭発表
・著書
・表彰
・これまでに受けた研究開発費等とその成果
・出資・融資
など

3-2 その他
その他、本申請に関連してアピール等がありましたら記載してください。
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